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法政大学出版局◉新刊のご案内� 2023 年 10 月 12 日

①  配本希望部数をご記入のうえFAXにてご連絡をお願いしたします。
　  希望部数を優先して配本しておりますので、必ずお申し込み下さい。
②  委託期間内返品可　配本後到着の注文書は注文扱いにて出荷させて頂きます。
③  ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④  小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。
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法政大学出版局 〒 102-0073　東京都千代田区九段北 3-2-3
Tel. 03-5214-5540　E-mail: sales@h-up.com  URL: https://www.h-up.com/

書店名・番線印

法政大学出版局　2023年11月24日配本　定価5280円（本体4800円＋税） 四六判上製・438頁
セイラ・ベンハビブ 著／加藤泰史 監訳 《叢書・ウニベルシタス 1160》

逆境の中の尊厳概念 困難な時代の人権 ISBN978-4-588-01160-3  C1310

★★　人権の哲学と人権の政治学とともに人間の尊厳を問う。討議倫理学とコミュニケーション的合理性において人権を体系的に説
明し、「権利を持つ権利」を主張するアーレントや、アドルノ、ホルクハイマー、シュミットらの思想史的考察とともに、「民主主義
的反復」や「法生成性」を展開させる。主権、シティズンシップ、ジェノサイド、反ユダヤ主義、国民国家の危機、「スカーフ事
件」など現在もなお紛糾する諸問題を論じて、幻想なきコスモポリタニズムを目指す。 【哲学思想・社会問題】

☆関連書：ベンハビブ『他者の権利』、ヤング『正義と差異の政治』、ヌスバウム『正義のフロンティア』（小局刊）ほか。
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法政大学出版局　2023年11月17日配本　定価6050円（本体5500円＋税） 四六判上製・470頁
R.ザフランスキー 著／津山拓也 訳 《叢書・ウニベルシタス 950》

ロマン主義〈新装版〉  ISBN978-4-588-14078-5 C1310

　神を失った世俗的世界に、ふたたび古代の夢と神秘、無限なるものを甦らせるロマン主義。伝統と創造、革命と反動を同時に内
包する、このあまりにドイツ的なイロニーの精神運動は、文学的天才たちの共同体を生み出したのち、やがて巨大な廃墟をもた
らす民族の政治宗教となった。「遅れてきた国民」の近代二〇〇年にわたる思想経験を、ロマン派の来歴と転変から描きだす精
神史の白眉。 【思想・文学】

☆関連書：10月刊、ラクー＝ラバルト／ナンシー [文学的絶対―ドイツ・ロマン主義の文学理論 ]とともに展開ください。
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法政大学出版局　2023年11月24日配本　定価2750円（本体2500円＋税） 四六判上製・180頁
S.クラカウアー 著／福本義憲 訳 《叢書・ウニベルシタス 811》

探偵小説の哲学〈新装版〉  ISBN978-4-588-14077-8 C1310

1925年に執筆された最も初期の探偵小説論。「ホテルのロビー」「探偵」「警察」「犯罪者」等を素材として，合理的理性に支配
された近代社会のアレゴリー画を描く。近年、その映画論でも再評価が著しく注目されているクラカウアーのコンパクトな良書
です。

 【哲学・思想】
☆関連書：クラカウアー『映画の理論』（東京大学出版会）、ミリアム・ブラトゥ・ハンセン『映画と経験』（小局刊）ほか。
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法政大学出版局　2023年11月24日配本　定価6600円（本体6000円＋税） 四六判上製・510頁
H.ブルーメンベルク 著／山本尤，伊藤秀一 訳 《叢書・ウニベルシタス 831》

世界の読解可能性〈新装版〉  ISBN978-4-588-14079-2 C1310

世界を神の偉大な「書物」にたとえ、その読解可能性を模索する歴史を、古典古代から現代の分子生物学に至るまで、著者独
自の「メタファー学」の観点から分析する刺激的な試み。人間の自己理解、世界理解にとってのメタファーの機能とその役割を
解き明かす。

 【哲学・思想】
☆関連書：ブルーメンベルク『メタファー学のパラダイム』『われわれが生きている現実』（小局刊）ほか。
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〇委託配本はありません。注文返条付きの出荷とさせていただきます。
法政大学出版局　2023年11月中旬配本　定価1650円（本体1500円＋税） A5判並製・116頁
日本アメリカ演劇学会 編 

アメリカ演劇 34 パンデミックとアメリカ演劇特集  ISBN978-4-588-99773-0 C0074

パンデミックとその隠喩をテーマとした特集号。貴志雅之「アメリカ演劇、疫病を生き抜く政治学」、舌津智之「隠喩としてのパ
ンデミック──一九五〇年代アメリカ演劇と「蔓延」への抵抗」、佐藤里野「奴隷体験というセラピー──『スレイブ・プレイ』と
『ホワイト・ノイズ』の「ウィルス」」、中西亮介「『動物園物語』における実存主義とクィアネスのアメリカ式結合」の４つの論考を
収録。 【演劇・文学】

☆関連書：『アメリカ演劇33　アメリカ演劇と政治特集』（小局発行）。
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